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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信ネットワークを介して通信可能に相互接続されるブログサーバが管理する所定のブ
ログサイトを編集するブログ作成用クライアント装置であって、
　前記ブログサイトに反映させるブログエントリを入力するエントリ入力手段と、
　前記入力されたブログエントリを前記ブログサーバへ登録するためのエントリ情報を記
憶する記憶手段と、
　複数のコンテンツを記憶するとともに、該コンテンツのいずれかをユーザによる指示に
応じて個別に若しくは順次に再生し、該再生したコンテンツに対応する所定の識別情報を
、該コンテンツを再生した日時とともに再生履歴情報として蓄積する所定のコンテンツ再
生部から、前記蓄積された再生履歴情報を取得する取得手段と、
　前記取得した再生履歴情報に基づき、少なくとも再生日と該再生日に再生したコンテン
ツ一覧とを含む履歴エントリ情報を前記再生日の日付につき１つ生成する生成手段と、
　前記生成した履歴エントリ情報を、前記記憶したエントリ情報に基づき前記ブログエン
トリの入力有無に関わらずに前記ブログサーバへ登録する登録手段と
を具えるブログ作成用クライアント装置。
【請求項２】
　通信ネットワークを介してブログ作成用クライアント装置と通信可能に相互接続する手
段と、
　複数のブログ作成者毎に対応するブログエントリレコードであって、各レコードはユー
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ザ入力されたブログエントリを含むものを、前記ブログ作成者毎に予め付与されている識
別情報により識別可能に蓄積する第１の記憶手段と、
　複数のブログ作成者毎に対応する再生リストエントリレコードであって、各レコードは
少なくとも再生日と該再生日に再生したコンテンツ一覧とを含む履歴エントリ情報を前記
再生日の日付につき１つ含むものを、ブログ作成者毎に予め付与されている識別情報によ
り識別可能に蓄積する第２の記憶手段と、
　前記接続されたブログ作成用クライアント装置から、前記識別情報とともに、ブログエ
ントリを含むブログエントリリクエストを受信する手段と、
　前記ブログエントリリクエストの受信に応じて、前記第１の記憶手段に記憶された中か
ら前記受信した識別情報に対応するブログエントリレコードに、前記受信したブログエン
トリを蓄積させる手段と、
　前記接続されたブログ作成用クライアント装置から、前記識別情報とともに、履歴エン
トリ情報を含む再生リストエントリリクエストを受信する手段と、
　前記再生リストエントリリクエストの受信に応じて、前記第２の記憶手段に記憶した識
別情報に対応する再生リストエントリレコードに、前記受信した履歴エントリ情報を蓄積
させる手段と、
　前記接続されたブログ作成用クライアント装置から、所定の識別情報に対応するブログ
サイト閲覧のためのブログブラウズリクエストを受信する手段と、
　前記受信したブログブラウズリクエストの受信に応じて、該当する識別情報のブログエ
ントリレコードを前記第１の記憶手段から読み出すとともに、該当する識別情報の再生リ
ストエントリレコードを前記第２の記憶手段から読み出す手段と、
　前記読み出したブログエントリレコードと再生リストエントリレコードとを結合したも
のを、前記ブログブラウズリクエストに対するレスポンスとして前記接続されたブログ作
成用クライアント装置に返送する手段と
を具えるブログサーバ。
【請求項３】
　再生リストエントリレコードに基づいてブログサイトに表示するコンテンツ一覧におけ
るコンテンツのそれぞれについて、アフィリエイトプログラムサイトへのハイパーリンク
を設定する手段をさらに具えることを特徴とする請求項２に記載のブログサーバ。
【請求項４】
　コンピュータに、
　通信ネットワークを介して通信可能に相互接続されるブログサーバが管理する所定のブ
ログサイトに反映させるブログエントリを入力する手順と、
　前記入力されたブログエントリを前記ブログサーバへ登録するためのエントリ情報を記
憶する手順と、
　複数のコンテンツを記憶するとともに、該コンテンツのいずれかをユーザによる指示に
応じて個別に若しくは順次に再生し、該再生したコンテンツに対応する所定の識別情報を
、該コンテンツを再生した日時とともに再生履歴情報として蓄積する所定のコンテンツ再
生部から、前記蓄積された再生履歴情報を取得する手順と、
　前記取得した再生履歴情報に基づき、少なくとも再生日と該再生日に再生したコンテン
ツ一覧とを含む履歴エントリ情報を前記再生日の日付につき１つ生成する手順と、
　前記生成した履歴エントリ情報を、前記記憶したエントリ情報に基づき前記ブログエン
トリの入力有無に関わらずに前記ブログサーバへ登録する手順と
を実行させるためのプログラム。
【請求項５】
　コンピュータに、
　通信ネットワークを介してブログ作成用クライアント装置と通信可能に相互接続する手
順と、
　複数のブログ作成者毎に対応するブログエントリレコードであって、各レコードはユー
ザ入力されたブログエントリを含むものを、前記ブログ作成者毎に予め付与されている識
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別情報により識別可能に所定の第１の記憶手段に蓄積する手順と、
　複数のブログ作成者毎に対応する再生リストエントリレコードであって、各レコードは
少なくとも再生日と該再生日に再生したコンテンツ一覧とを含む履歴エントリ情報を前記
再生日の日付につき１つ含むものを、ブログ作成者毎に予め付与されている識別情報によ
り識別可能に所定の第２の記憶手段に蓄積する手順と、
　前記接続されたブログ作成用クライアント装置から、前記識別情報とともに、ブログエ
ントリを含むブログエントリリクエストを受信する手順と、
　前記ブログエントリリクエストの受信に応じて、前記第１の記憶手段に記憶された中か
ら前記受信した識別情報に対応するブログエントリレコードに、前記受信したブログエン
トリを蓄積させる手順と、
　前記接続されたブログ作成用クライアント装置から、前記識別情報とともに、履歴エン
トリ情報を含む再生リストエントリリクエストを受信する手順と、
　前記再生リストエントリリクエストの受信に応じて、前記第２の記憶手段に記憶した識
別情報に対応する再生リストエントリレコードに、前記受信した履歴エントリ情報を蓄積
させる手順と、
　前記接続されたブログ作成用クライアント装置から、所定の識別情報に対応するブログ
サイト閲覧のためのブログブラウズリクエストを受信する手順と、
　前記受信したブログブラウズリクエストの受信に応じて、該当する識別情報のブログエ
ントリレコードを前記第１の記憶手段から読み出すとともに、該当する識別情報の再生リ
ストエントリレコードを前記第２の記憶手段から読み出す手順と、
　前記読み出したブログエントリレコードと再生リストエントリレコードとを結合したも
のを、前記ブログブラウズリクエストに対するレスポンスとして前記接続されたブログ作
成用クライアント装置に返送する手順と
を実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ウェブブラウザを使ってサーバ上でブログの記載内容を更新することが可能
なコンテンツ更新システムに用いるブログ作成用クライアント装置、ブログサーバ、及び
それらのプログラムに関する。特に、ブログ作成者が実際に再生したコンテンツの履歴を
ブログに反映させる技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近では、インターネットなどの通信ネットワークの発達に伴って、誰でもが個人的な
ホームページ（Webページ）をインターネット上に開設し、ユーザは該開設したホームペ
ージ上に自己のプロフィールや趣味あるいは興味ある事項などを記載することで、広く一
般に情報を提供することができるようになっている。また、それだけでなくチャットや掲
示板などを併設したり電子メールアドレスを開示することなどによって、共通の趣味など
を持つ多数の人とインターネットを介して相互にコミュニケーションを図ることのできる
ようにもなっている。一般的に、ユーザが自己のホームページを作成するにはＨＴＭＬ（
HyperText Markup Language）等の専門技術の知識が必要であるが、近年ではより多くの
ユーザに情報を発信してもらうべく、ウェブページを閲覧するためのソフトウェアである
ウェブブラウザ（WWW（World Wide Web）ブラウザ）を用いて、容易にサーバ上でページ
の記載内容を更新することが可能なコンテンツ更新システムが用いられている。例えば、
「ブログツール」と呼ばれるある種のコンテンツ更新システムを使うと、インターネット
初心者でも簡単に、ページの記載内容を日々更新することが容易な所謂ブログ（blog）又
はウェブログ（Weblog）などと呼ばれる日記風簡易型サイト（ブログサイト）を見栄えよ
く作成することができ、該作成したブログをインターネット上に開設することができる。
こうしたコンテンツ更新システムに関連するものとしては、例えば下記に示す特許文献１
又は特許文献２に記載の技術などが従来知られている。
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【特許文献１】特開2002-183036号公報
【特許文献２】特開2005-190431号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、ブログを開設するブログ作成者（所謂ブロガー）は、ブログ上に自身が視聴
した音楽や映画などのコンテンツに関してその曲名や題名（タイトル）あるいは画像など
を載せておくと、そうしたコンテンツに興味ある他のユーザとのコミュニケーションがよ
り図り易くなる。ただし、従来においてはブロガー自身がブログに記載する内容について
パソコン端末等を用いて入力する必要があり、ブロガーがコンテンツ再生機器などを用い
て実際に聞いたり見たりした音楽や映画などのコンテンツの再生履歴をブログに反映した
いような場合には、ブロガー自身でそうした履歴を日付毎に分けて入力しなければならな
かった。例えば、上記特許文献１に記載の技術は、チャット等でユーザ間のコミュニケー
ションを図る場合に、チャットユーザが過去に行ったゲームの履歴を表示することのでき
るようにしているが、この従来技術ではあくまでもチャットユーザ自身がゲームの履歴を
手入力する必要があった。この点、上記特許文献２に記載の技術では、ブログ等に投稿さ
れた文章を解析して、その文章にて推薦されている事柄（具体的には文章に含まれるキー
ワード）を抽出して表示するようにしている。しかし、こうした表示はあくまでも入力さ
れた文章を解析した結果であって、ユーザはキーワードを考慮した文章を入力しなければ
ならない。したがって、上記した従来技術を利用したのでは、「ブログを更新するまでに
おいて、ブロガー自身が実際に聞いたり見たりしていた日々の音楽や映画などを簡単にブ
ログに掲載する」といったことは困難であって、ブログにブロガー自身がコンテンツ再生
機器などを用いて実際に視聴した音楽や映像に関する情報（再生履歴）を容易に載せるこ
とのできるものが従来から望まれていたが、そうしたものは未だに提案されていない。
【０００４】
　本発明は上述の点に鑑みてなされたもので、ブログ作成者自身が実際に視聴したコンテ
ンツの再生履歴を自身のブログに対して簡単に反映することのできるブログ作成用クライ
アント装置、ブログサーバ、及びそれらに用いるプログラムを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の請求項１に係るブログ作成用クライアント装置は、通信ネットワークを介して
通信可能に相互接続されるブログサーバが管理する所定のブログサイトを編集するブログ
作成用クライアント装置であって、前記ブログサイトに反映させるブログエントリを入力
するエントリ入力手段と、前記入力されたブログエントリを前記ブログサーバへ登録する
ためのエントリ情報を記憶する記憶手段と、複数のコンテンツを記憶するとともに、該コ
ンテンツのいずれかをユーザによる指示に応じて個別に若しくは順次に再生し、該再生し
たコンテンツに対応する所定の識別情報を、該コンテンツを再生した日時とともに再生履
歴情報として蓄積する所定のコンテンツ再生部から、前記蓄積された再生履歴情報を取得
する取得手段と、前記取得した再生履歴情報に基づき、少なくとも再生日と該再生日に再
生したコンテンツ一覧とを含む履歴エントリ情報を前記再生日の日付につき１つ生成する
生成手段と、前記生成した履歴エントリ情報を、前記記憶したエントリ情報に基づき前記
ブログエントリの入力有無に関わらずに前記ブログサーバへ登録する登録手段とを具える
。
【０００６】
　この発明によると、コンテンツ再生部からコンテンツ再生に応じて蓄積された再生履歴
情報を取得し、該取得した再生履歴情報に基づき少なくとも再生日と該再生日に再生した
コンテンツ一覧とを含む履歴エントリ情報を前記再生日の日付につき１つ（つまりは再生
日単位に１エントリ）生成する。そして、該生成した履歴エントリ情報を、ユーザ自身が
入力したブログエントリをブログサーバへ登録するためのエントリ情報に基づき、前記ブ
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ログエントリの入力有無に関わらずに前記ブログサーバへ登録する。これにより、ブログ
作成者は、コンテンツ再生部で実際に視聴したコンテンツの再生履歴を自ら入力したコン
テンツの再生履歴を含むブログを再生日毎にわざわざ作成せずとも、再生日単位に１エン
トリされる履歴エントリ情報に従って、ブログ作成者がある日に再生した楽曲の履歴に基
づくエントリを該当する日付のブログに対して反映させて該エントリを閲覧できる状態に
することが容易にできるようになる。
【０００７】
　本発明の請求項２に係るブログサーバは、通信ネットワークを介してブログ作成用クラ
イアント装置と通信可能に相互接続する手段と、複数のブログ作成者毎に対応するブログ
エントリレコードであって、各レコードはユーザ入力されたブログエントリを含むものを
、前記ブログ作成者毎に予め付与されている識別情報により識別可能に蓄積する第１の記
憶手段と、複数のブログ作成者毎に対応する再生リストエントリレコードであって、各レ
コードは少なくとも再生日と該再生日に再生したコンテンツ一覧とを含む履歴エントリ情
報を前記再生日の日付につき１つ含むものを、ブログ作成者毎に予め付与されている識別
情報により識別可能に蓄積する第２の記憶手段と、前記接続されたブログ作成用クライア
ント装置から、前記識別情報とともに、ブログエントリを含むブログエントリリクエスト
を受信する手段と、前記ブログエントリリクエストの受信に応じて、前記第１の記憶手段
に記憶された中から前記受信した識別情報に対応するブログエントリレコードに、前記受
信したブログエントリを蓄積させる手段と、前記接続されたブログ作成用クライアント装
置から、前記識別情報とともに、履歴エントリ情報を含む再生リストエントリリクエスト
を受信する手段と、前記再生リストエントリリクエストの受信に応じて、前記第２の記憶
手段に記憶した識別情報に対応する再生リストエントリレコードに、前記受信した履歴エ
ントリ情報を蓄積させる手段と、前記接続されたブログ作成用クライアント装置から、所
定の識別情報に対応するブログサイト閲覧のためのブログブラウズリクエストを受信する
手段と、前記受信したブログブラウズリクエストの受信に応じて、該当する識別情報のブ
ログエントリレコードを前記第１の記憶手段から読み出すとともに、該当する識別情報の
再生リストエントリレコードを前記第２の記憶手段から読み出す手段と、前記読み出した
ブログエントリレコードと再生リストエントリレコードとを結合したものを、前記ブログ
ブラウズリクエストに対するレスポンスとして前記接続されたブログ作成用クライアント
装置に返送する手段とを具える。これによると、ブログ作成者毎にコンテンツの履歴情報
特にブログ作成者がある日に再生した楽曲の履歴に基づくエントリを、再生日単位に１エ
ントリされる履歴エントリ情報に従って該当する日付のブログに対して反映させることが
自動的にできるようになる。
【０００８】
　本発明は装置の発明として構成し実施することができるのみならず、方法の発明として
構成し実施することができる。また、本発明は、コンピュータまたはＤＳＰ等のプロセッ
サのプログラムの形態で実施することができるし、そのようなプログラムを記憶した記憶
媒体の形態で実施することもできる。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明によれば、ブログ作成者自身により入力されたブログエントリのブログサーバ
への登録に加えて、コンテンツ再生部で再生されたコンテンツの再生履歴がブログサーバ
へと登録されることから、ブログ作成者は自らが手入力などしなくても、ブログ作成者自
身が実際にコンテンツ再生部で再生したコンテンツの再生履歴を、自身のブログ上に簡単
に反映させることができるようになる、という効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、この発明の実施の形態を添付図面に従って詳細に説明する。
【００１１】
　図１は、本発明に係るブログ作成用クライアント装置とブログサーバとを少なくとも含
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むコンテンツ更新システムの一実施例の全体構成を示すシステムブロック図である。勿論
、コンテンツ更新システムとしては図１に示す以外のハードウェアを有する場合もあるが
、ここでは必要最小限の資源を用いた場合について説明する。
【００１２】
　この実施例に示すコンテンツ更新システムは、複数ユーザのブログサービスを提供する
ブログサーバＢＳと、ブロガーがブログサイト（以下、単にブログ）作成・更新のために
利用するユーザシステムＡ（Ｕａ：ブログ作成用クライアント装置）と、ブロガーでない
他のユーザがブログを閲覧するために利用する一般のユーザシステムＢ（Ｕｂ）及びユー
ザシステムＣ（Ｕｃ）と、楽曲データを販売・配信するコンテンツ配信サービスを提供す
る楽曲配信サーバＭＳと、アフィリエイトサービスを提供するアフィリエイトプログラム
サイトＡＳとが、公衆電話回線網やインターネットあるいはLAN（Local Area Network）
等の既存の有線又は無線の通信ネットワークＸを介して双方向通信可能に適宜に接続され
るシステムである。本実施例において、図面で説明する各種データやプログラムがサーバ
（サイト）あるいはユーザシステムの「記憶手段」に記憶されており、サーバあるいはユ
ーザシステムの「制御手段（ＣＰＵ）」が前記記憶されたプログラムに従った処理を実行
し、各種データの読み出しや書き込みを行い、また必要に応じてキーボード等の入力手段
を用いてURL（Uniform Resource Locator）やブログエントリ等の文字情報等を入力し、
通信手段（モデムやLANインタフェース）を介して相互にデータのやり取りを行うように
なっている。なお、これら各装置は、各々がＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等からなる制御手段
、キーボードやボタンなどの入力手段、ディスプレイなどの表示手段、ハードディスク（
HDD）などの大容量記憶手段又はフラッシュメモリ等の不揮発メモリ、LAN等の通信手段な
どを含む独立したコンピュータにより構成されており、公知のハード構成を用いるものと
して説明することができることから、ここでは説明を省略する。
【００１３】
　ユーザシステムＡ（Ｕａ）～Ｃ（Ｕｃ）は、パソコン端末（パーソナルコンピュータ）
、携帯電話やPDAなどの携帯通信端末、あるいは携帯ゲーム装置などであって、所定の文
字列情報で構成されるネットワークアドレスであるURLを指定することによって、通信ネ
ットワークＸ上に接続されたブログサーバＢＳや楽曲配信サーバＭＳへアクセスし、該ア
クセスしたそれぞれのサーバが提供しているサービスを受けることができる。各ユーザシ
ステムＡ（Ｕａ）～Ｃ（Ｕｃ）と、ブログサーバＢＳや楽曲配信サーバＭＳとの間におけ
る各種情報等の送受信は、従来知られているように例えばインターネット用ブラウザなど
の所定のソフトウェアプログラムを用いて行われる。
【００１４】
　特に、ブロガーが使用するユーザシステムＡ（Ｕａ）では、ブログサーバＢＳにアクセ
スした上でさらにブラウザソフトウェアを使って、該アクセスしたブログサーバＢＳ上で
ブログの記載内容を容易に更新することが可能となっている。こうしたユーザシステムＡ
（Ｕａ）は、CD,DVD,DVC、その他メディアデータを読み取り・再生する再生デバイス、あ
るいはそれらメディアデータを再生出力する外部デバイスからの出力を取り込む入力デバ
イス（例えばIEEE1394端子やUSB端子と、関連するソフトウェア等）を具える。この入力
デバイスには、例えば外付けのコンテンツ再生部として携帯音楽プレイヤーＰＬなどのハ
ードウェア装置を外部接続することができ、ユーザシステムＡ（Ｕａ）は前記入力デバイ
ス経由で、前記接続された外付けの携帯音楽プレイヤーＰＬから当該プレイヤーＰＬで再
生されたコンテンツの履歴情報（再生履歴情報）を取得することができるようになってい
る。ユーザシステムＡ（Ｕａ）が有する上記したような各機能についての詳細な説明は後
述する（後述の図３参照）。
【００１５】
　ブログサーバＢＳは、ユーザシステムＡ（Ｕａ）からのアクセス要求に応じてブログの
編集用画面のページ記述情報、ユーザシステムＢ,Ｃ（Ｕｂ、Ｕｃ）からのアクセス要求
に応じてブログの閲覧用画面のページ記述情報を、アクセスしてきた各ユーザシステムへ
と返信するサーバコンピュータである。前記ブログの編集用画面のページ記述情報には、
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ブログに掲載する記事（所謂エントリ）を入力するための入力領域が設けられており、こ
の入力領域に入力された記事はブログサーバＢＳにアップロードされてブログエントリデ
ータベースＤＢ１又は再生リストエントリデータベースＤＢ２に記憶される。前記入力領
域に入力される記事としては、「ブログ表示画面」（後述する図２参照）におけるプロフ
ィールや投稿した本文等の記事であってブロガーが自分で直接記述して入力して登録する
ブログエントリと、携帯音楽プレイヤーＰＬなどでブロガーが実際に再生した楽曲データ
の再生履歴であって自動的に生成され登録される履歴エントリなどがある。ブログサーバ
ＢＳは、これらの各エントリを受け取ると、ブログエントリをブログエントリレコードと
してブログエントリデータベースＤＢ１に、履歴エントリを再生リストエントリレコード
として再生リストエントリデータベースＤＢ２に、それぞれ各ブロガー毎に蓄積して記憶
する。そして、ユーザシステムＢ,Ｃ（Ｕｂ、Ｕｃ）などからのブログ閲覧要求に応じて
ブログ表示画面を提示する際には、ブログエントリデータベースＤＢ１及び再生リストエ
ントリデータベースＤＢ２に記憶されたこれらのエントリレコードを参照して、コンテン
ツの再生履歴を反映したブログ表示画面を提示する。前記各エントリは、前記ブログエン
トリデータベースＤＢ１または再生リストエントリデータベースＤＢ２に蓄積させる際に
、HTML形式等の表示態様を具体的に規定した形式に変換してもよいし、エントリレコード
を参照してブログ表示画面を提示する際に、HTML形式等の表示態様を具体的に規定した形
式に変換するようにしてもよい。
【００１６】
　楽曲配信サーバＭＳは、ユーザシステムＡ（Ｕａ）～Ｃ（Ｕｃ）に対して配信可能な楽
曲データを多数記憶しており、ユーザシステムＡ（Ｕａ）～Ｃ（Ｕｃ）からのデータ配信
リクエストに基づき、該当する楽曲データを通信ネットワークＸを介して配信するサーバ
コンピュータである。アフィリエイトプログラムサイトＡＳは、ブログ経由で楽曲配信サ
ーバＭＳから楽曲データの購入が行われた場合に、経由されたブログのブロガーに対して
所定の報酬を支払う仕組みである所謂アフィリエイトの管理を行うサーバコンピュータで
ある。これら楽曲配信サーバＭＳにより実現されるデータ配信に関する処理や、アフィリ
エイトプログラムサーバＡＳにより実現されるアフィリエイトに関する処理などは周知の
技術であることから、ここでは説明を省略する。
【００１７】
　ここで、ブログサーバＢＳがブログ閲覧要求に応じて提示するブログ表示画面のページ
構成について、図２を用いて説明する。図２は、「ブログ表示画面」の一実施例を示す概
念図である。
【００１８】
　従来知られているように、各ユーザシステムからWWWブラウザを用いて所定のURLに従う
ブログサーバＢＳに対してブログ閲覧要求すると、各ユーザシステムにおいては図示のよ
うな「ブログ表示画面」がディスプレイ上に表示される。この図２に示すブログ表示画面
のページ構成は、ブログタイトル表示部Ｔ、カレンダー表示部ＣＨ、ブログ表示部ＢＨ、
その他の情報表示部ＮＨに大きく分けることができる。ブログタイトル表示部Ｔは、ブロ
ガー自身が本ブログにつけたタイトルを表示する。カレンダー表示部ＣＨは現在や過去の
月のカレンダーを表示し、該カレンダー内の日付のうち記事が投稿されている日付にはそ
の記事へのハイパーリンクが設定されている。したがって、ユーザによりカレンダー表示
部ＣＨ内のハイパーリンクされている日付がクリックされると、リンク先である該当する
日付においてブロガーにより投稿された記事がブログ表示部ＢＨに表示される。ブログ表
示部ＢＨは、日付の新しい順に投稿された最新記事、又は前記カレンダー表示部ＣＨでク
リックされた日付に投稿された過去の記事を表示する。
【００１９】
　前記ブログ表示部ＢＨ中にはブロガーにより実際に書かれた記事を表示する表示部の他
に、再生履歴表示部ＲＨが前記表示部毎に対応付けられて設けられている。該再生履歴表
示部ＲＨには、携帯音楽プレイヤーＰＬなどから取得したコンテンツ再生履歴に基づき自
動的に生成される楽曲リストが、「〈〈今日の音楽〉〉」として楽曲毎の曲名等により表
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示される。また、再生履歴表示部ＲＨに表示される楽曲リストには、各楽曲毎に当該楽曲
に固有の識別情報（これを楽曲IDと呼ぶ）を含む楽曲配信サーバＭＳへのハイパーリンク
が設定されており、ユーザは表示されている楽曲名をクリックすることでリンク先の音楽
配信サーバＭＳへとアクセスすることができ、該アクセスした音楽配信サーバＭＳにより
提供される楽曲配信画面あるいは楽曲試聴画面（図示せず）に表示をジャンプさせること
ができるようになっている。こうした再生履歴表示部ＲＨへの楽曲リストの表示に関する
処理については後述する。
【００２０】
　上記のように、ブログ表示画面の再生履歴表示部ＲＨに表示される楽曲リストには、各
楽曲名に対応付けて楽曲配信サーバＭＳへのハイパーリンクが設定されているが、該ハイ
パーリンクにはさらにアフィリエイトプログラムサイトＡＳへのリンクに関する定義も記
述されている。こうしたハイパーリンクの従来知られた書式の一例を示すと、「アフィリ
エイトプログラムサイトのURL」に対して、「ターゲットサイトのURL」と「ブログサーバ
サイトのURL」とをパラメータとして結合するようにしている。具体的に示すと、「http:
//affiliate/jump?http：//target/...+http：//base/...」のように記述され、「http:/
/affiliate/jump」が「アフィリエイトプログラムサイトのURL」に該当し、「http://tar
get/...」が「ターゲットサイトのURL」に該当し、「http://base/...」が「ブログサー
バサイトのURL」に該当する記述である。このようなハイパーリンクが張られることによ
って、ターゲットURLのサイト（この実施例では楽曲配信サーバＭＳ）は、ベースURLのサ
イト（この実施例ではブログ及びブロガー固有の識別情報（これをブロガーIDと呼ぶ））
経由で、商品（この実施例では、ブログに表示されている楽曲リスト内の曲名（楽曲ID）
に対応する楽曲データ）の販売が成立した場合に、前記ベースURLで特定されるサイトの
ブロガーに対して所定の報酬を支払うことのできるようになる。このようなリンクを経由
しての商品購入に応じて報酬を支払う処理はアフィリエイトプログラムサイトＡＳにより
行われるが、アフィリエイトプログラムサイトＡＳによるこうした処理は公知であること
からここでの説明を省略する。
【００２１】
　その他の情報表示部ＮＨは、例えばブロガー自身のプロフィール、記事をジャンル別に
分類するカテゴリ、ブロガーおすすめ・お気に入りサイトへのブックマーク、月間アーカ
イブ（過去の記事）、記事を呼んだユーザの感想や意見などの最新コメント、表示されて
いる記事に対して関連する記事を書いたユーザの記事へのリンクである最新トラックバッ
ク、あるいは広告バナーなど、ブログ表示部ＢＨに表示される以外の他の最新エントリや
広告情報等の各種情報を表示する。なお、上記「ブログ表示画面」における各表示部の表
示位置は、図示した例に限らない。なお、ブログ表示画面全体をディスプレイ上に一度に
表示しきれないような場合には、図示しない上下方向指示ボタンの操作にあわせてブログ
表示画面をスクロール表示することができることは言うまでもない。
【００２２】
　上述したように、図１に示したユーザシステムＡ（Ｕａ）はブログ作成用クライアント
装置であって、楽曲配信サーバＭＳから楽曲データの配信を受けるデータ配信機能の他に
、WWWブラウザを用いてブログサーバＢＳにアクセスすることで所望のブログを閲覧する
ことができるのは勿論のこと、ブログサーバＢＳ上で自分自身が開設しているブログを編
集することのできるブログ編集・閲覧機能を有する。そこで、こうしたユーザシステムＡ
（Ｕａ）が有する各機能について、図３を用いて説明する。図３は、データ配信機能及び
ブログ編集・閲覧機能を説明するための機能ブロック図である。ただし、ここではユーザ
システムＡ（Ｕａ）に対して独立した携帯音楽プレイヤーＰＬを外部接続する構成と、ユ
ーザシステムＡ（Ｕａ）内に音楽プレイヤー機能が予め内蔵されている構成とについて、
それぞれ図を分けて説明する。
【００２３】
　図３（Ａ）は、ユーザシステムＡ（Ｕａ）に対して独立した携帯音楽プレイヤーＰＬを
外部接続する構成においての機能ブロック図である。まずデータ配信機能について説明す
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ると、ユーザシステムＡ（本体Ｕａ）は、楽曲配信サーバＭＳから所望の楽曲データの配
信を受けることができ、該配信された楽曲データをハードディスクなどの記憶手段（図示
せず）に記憶する。ユーザシステムＡ（Ｕａ）に対して入力デバイスを介して携帯音楽プ
レイヤーＰＬが外部接続されると、同期ソフトウェアＳＷにより、携帯音楽プレイヤーＰ
Ｌの楽曲データを記憶する楽曲データストレージＤと前記記憶手段に記憶した配信済みの
楽曲データとが同期され、楽曲データストレージＤに記憶されていない楽曲データを携帯
音楽プレイヤーＰＬに送る。こうすることで、常にユーザシステムＡ（Ｕａ）と携帯音楽
プレイヤーＰＬに記憶されている楽曲データが一致するようにしている。
【００２４】
　携帯音楽プレイヤーＰＬは、ユーザ操作に応じて楽曲データストレージＤ内に記憶した
楽曲データを再生するコンテンツ再生機能を有し、また楽曲データの再生に応じて再生履
歴情報（後述する図４（Ａ）参照）を生成し、これを再生履歴記憶手段Ｒに記憶すること
ができるようになっている。前記同期ソフトウェアＳＷはユーザシステムＡ（Ｕａ）にこ
うした携帯音楽プレイヤーＰＬが外部接続されることに応じて、該接続された携帯音楽プ
レイヤーＰＬから再生履歴記憶手段Ｒに記憶済みの再生履歴情報を取得して、これに基づ
き送付用再生履歴情報（後述する図４（Ｂ）参照）を生成して保持する。
【００２５】
　続いて、ブログ編集・閲覧機能について説明する。ユーザシステムＡ（Ｕａ）からWWW
ブラウザＷＢを用いてブログサーバＢＳにアクセスすると、該ブログサーバＢＳで管理し
ている多数のブログの中からユーザ所望のブログを閲覧することができる。また、ブログ
サーバＢＳで管理している多数のブログのうち、ブロガー自身が開設したブログに関して
は、ブロガーがWWWブラウザＷＢ上で記事を直接入力することで簡単にブログの記載内容
を編集することができる。すなわち、WWWブラウザＷＢは、ブログに反映させる記載内容
（ブログエントリ）を入力するためのエントリ入力手段として機能する。この場合には、
ユーザ自身によるブログへの記載内容を促すべく所定の管理画面（図示せず）をディスプ
レイ上に表示させておき、該管理画面に入力されたブログへの記載内容をブログサーバＢ
Ｓへ登録する。こうした動作は、ブログサーバＢＳとユーザシステムＡ（Ｕａ）との間で
所定のエントリ情報を介することで実施されている。WWWブラウザＢＳが起動されてブロ
グの編集が行われる際には、同期ソフトウェアＳＷにより生成・保持された送付用再生履
歴情報（履歴エントリ）を、エントリ情報に基きブログサーバＢＳに対して適宜に送信す
る。ブログサーバＢＳでは、「ブログ表示画面」（図２参照）においてブロガーが直接入
力した記事であるブログエントリについてはブログエントリデータベースＤＢ１に、自動
生成される楽曲データの再生履歴の記事である前記送付用再生履歴情報（履歴エントリ）
については再生リストエントリデータベースＤＢ２にそれぞれ記憶する。上記したように
、同期ソフトウェアＷＳは、楽曲データの配信・同期機能を実施する他に、携帯音楽プレ
イヤーＰＬからの再生履歴の取り込みとブログサーバＢＳへの前記取り込んだ再生履歴の
サーバ登録機能を実施する。
【００２６】
　図３（Ｂ）は、ユーザシステムＡ（Ｕａ）内に音楽プレイヤー機能が内蔵されている構
成においての機能ブロック図である。この構成を上記した携帯音楽プレイヤーＰＬを外部
接続する構成と比較すると、図示のように、携帯音楽プレイヤーＰＬ内に含まれていた楽
曲データストレージＤ及び再生履歴記憶手段ＲはユーザシステムＡ（Ｕａ）内に含まれ、
それらが音楽プレイヤーＰＰにより管理されるようになっている。音楽プレイヤーＰＰ（
コンテンツ再生部）は、携帯音楽プレイヤーＰＬと同様に楽曲ストレージＤから楽曲デー
タを読み出して再生する楽曲データ再生機能を有する。また、それだけでなく、同期ソフ
トウェアＳＷと同様の機能を有する。すなわち、音楽プレイヤーＰＰはＣＰＵなどの制御
手段が所定のソフトウェアプログラムを実行することにより実施され、前記ソフトウェア
プログラムは楽曲データ再生機能の他に、楽曲データの配信・同期機能、再生履歴のサー
バ登録機能を含む。これらの各機能の動作については既に説明済みの図３（Ａ）の場合と
同様であるので、説明を省略する。



(10) JP 4407650 B2 2010.2.3

10

20

30

40

50

【００２７】
　なお、音楽プレイヤーＰＰはコンピュータソフトウエアの形態に限らず、DSP（ディジ
タル・シグナル・プロセッサ）によって処理されるマイクロプログラムの形態でも実施可
能であり、また、この種のプログラムの形態に限らず、ディスクリート回路又は集積回路
若しくは大規模集積回路あるいはゲートアレイ等を含んで構成された専用ハードウエア装
置の形態（所謂モジュール）で実施するようにしてもよい。
【００２８】
　次に、携帯音楽プレイヤーＰＬが楽曲データの再生に応じて生成する再生履歴情報、ユ
ーザシステムＡ（Ｕａ）に接続された携帯音楽プレイヤーＰＬから取得した再生履歴情報
に基づき生成する送付用再生履歴情報の各データ構成について、図４を用いて説明する。
図４（Ａ）は再生履歴情報のデータ構成の一実施例を示す概念図であり、図４（Ｂ）は送
付用再生履歴情報のデータ構成の一実施例を示す概念図である。
【００２９】
　図４（Ａ）に示すように、再生履歴情報は、携帯音楽プレイヤーＰＬで楽曲データを再
生した日付及び時間を表す「再生日時」、再生した楽曲データに付されている固有の識別
番号を表す「楽曲ID」、当該楽曲データで再生される楽曲の曲名を表す「楽曲名」、直接
指定されることによって再生されたか否かを示す「再生指定状態フラグ」などを１組のレ
コードとして、再生順に降り順で記憶してなるデータである。すなわち、携帯音楽プレイ
ヤーＰＬで再生される度にレコードが追加され、楽曲データがＮ回再生されるとＮ個のレ
コードが記憶される。また、レコード追加の際には再生された楽曲データが新規に最上位
のレコードとなるように追加記憶されるので、最上位のレコードが記憶しているレコード
の中で最も最近に再生された楽曲データに関するレコードであり、最下位のレコードが記
憶しているレコードの中で最も過去に再生された楽曲データに関するレコードである。上
記レコードは下記に例示する表示順の決定条件に適合させた内容であり、言うまでもなく
表示順の決定条件に応じて適宜レコード内容は変更してよい。
【００３０】
　他方、図４（Ｂ）に示すように、送付用再生履歴情報は、当該送付用再生履歴情報を作
成した日付及び時間を表す「履歴生成日時」毎に、前記取得した再生履歴情報に基く「再
生日時」、「楽曲ID」、「楽曲名」などを１組のレコードとして記憶してなるデータであ
る。「履歴生成日時」毎の前記組み合わせからなる１組のレコードは、ブログ表示画面に
表示する表示順でＭ個含まれる。ブログ表示画面に表示する表示順の決定は、以下に示す
所定の条件に従う。
（1）再生回数が多い楽曲が上位。
（2）再生日時が新しい楽曲が上位。
（3）ブロガーにより直接指定されることによって再生された楽曲（つまりランダム再生
でない楽曲）が上位。
　以上のような基準に従って重み付け配点された点数が高い順により、表示順を決定する
。これに従うと、再生履歴情報にＮ個のデータが含まれていたとしても、送付用再生履歴
情報には「履歴生成日時」毎に必ずしもＮ個のデータが記憶されるとは限らないことから
、上記説明ではＭ個含まれるものとした。
【００３１】
　なお、携帯音楽プレイヤーＰＬにて更新・蓄積される再生履歴情報は、複数の再生日に
わたる場合がある。こうした場合には、ブログサーバＢＳに送信する再生履歴情報を再生
日ごとに楽曲IDの順位付けを行い、複数の再生日それぞれ毎に「ブロガーの再生ランキン
グ」的な送付用再生履歴情報とする。
　なお、送付用再生履歴情報は、同一の再生日に同じデータが重複することのないように
生成されることは言うまでもない。
【００３２】
　なお、場合によっては、同じ日に複数回にわたって携帯音楽プレイヤーＰＬから再生履
歴情報の取得が行われ、これに伴って送付用再生履歴情報の生成が複数回行われる場合が
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ある。そのため、送付用再生履歴情報は携帯音楽プレイヤーＰＬから取得した再生履歴情
報をそのまま利用するのではなく、一旦同期ソフトウェアＳＷにて各回毎に取得した再生
履歴情報内に含まれるレコードを重複することなく累積した上で、この累積した履歴情報
に基づいて順位付けならびに整形付けを行い、連続または不連続の所定数の再生履歴日付
に対応する履歴情報を送付用再生履歴情報としてブログサーバＢＳに送信するようにする
ことが望ましい。
【００３３】
　次に、ブログ表示画面における再生履歴表示部ＲＨへの楽曲リスト（コンテンツ一覧）
の表示に関する処理について、ブログ作成用クライアント装置（ユーザシステムＡ）側の
処理とブログサーバＢＳ側の処理とに分けて説明する。ユーザシステムＡ側の処理につい
て図５を用いて、ブログサーバＢＳ側で実行する各処理について図６～図８を用いて、そ
れぞれ説明する。図５は、ユーザシステムＡ側で実行する「同期ソフトウェア処理」の一
実施例を示すフローチャートである。ただし、ここでは上述した図３（Ａ）に示すような
、携帯音楽プレイヤーＰＬをユーザシステムＡに外部接続する構成を例に説明する。
【００３４】
　ステップＳ１では、初期設定を行う。初期設定としては、例えばユーザシステムＡ内に
蓄積されている楽曲データライブラリ（図示せず）の内容の取り込みや、画面あるいはウ
ィンドウの生成ないし初期表示状態の設定などがある。ステップＳ２は、音楽プレイヤー
ＰＬがオンライン状態、つまりユーザシステムＡと接続されてデータ通信可能な状態にあ
るか否かを判定する。音楽プレイヤーＰＬがオンライン状態にあると判定した場合には（
ステップＳ２のＹＥＳ）、楽曲ストレージＤとの同期を実行する（ステップＳ３）。すな
わち、携帯音楽プレイヤーＰＬに記憶されている楽曲データとユーザシステムＡに記憶さ
れている楽曲データとを同期させて、ユーザシステムＡと携帯音楽プレイヤーＰＬにそれ
ぞれ記憶されている楽曲データを一致させる。ステップＳ４は、所定の「sync」ボタンが
押されたか否かを判定する。「sync」ボタンが押されたと判定した場合には（ステップＳ
４のＹＥＳ）、オンライン状態にある携帯音楽プレイヤーＰＬから再生履歴情報を読み込
む（ステップＳ５）。そして、再生履歴情報を読み込むと、これに基き送付用再生履歴情
報を生成し保持する（ステップＳ６）。上記「sync」ボタンは、例えば該同期ソフトウェ
アの起動に応じて図示しないディスプレイ上に表示されるパネルスイッチであって、該「
sync」ボタンがユーザにより操作されると、接続済みの携帯音楽プレイヤーＰＬから再生
履歴情報を読み込み、送付用再生履歴情報を生成する処理が実行される。
【００３５】
　ステップＳ７は、ネットワークがオンライン状態であるか否か、つまりユーザクライア
ントＡ（Ｕａ）とブログサーバＢＳとが通信ネットワークＸを介して互いにアクセス可能
な状態にあるか否かを判定する。ネットワークがオンライン状態であると判定した場合に
は（ステップＳ７のＹＥＳ）、ユーザクライアントＡ側に作成済みの送付用再生履歴情報
があるか否かを判定する（ステップＳ８）。送付用再生履歴情報がある場合には（ステッ
プＳ８のＹＥＳ）、さらにブログ設定つまりユーザシステムＡの利用者がブログサーバＢ
Ｓにブロガーとして登録され、送付用再生履歴情報を履歴エントリとしてブログサーバＢ
Ｓに登録可能な状態であるか否かを判定する（ステップＳ９）。つまり、ブログサーバＢ
Ｓに履歴エントリを登録させるためのユーザIDや再生履歴更新URL情報等が、後述するス
テップＳ１２において設定されているか否かを判定する。ブログ設定されている場合には
（ステップＳ９のＹＥＳ）、前記エントリ情報に基づき対応するブログサーバＢＳに対し
て送付用再生履歴情報を送信する（ステップＳ１０）。そして、該送付用再生履歴情報の
送信が終了すると、前記送信した送付用再生履歴情報を消去する（ステップＳ１１）。
【００３６】
　ステップＳ１２は、その他の処理を実行する。その他の処理としては、終了指示の他に
、本来の機能である楽曲配信サーバＭＳからの楽曲データの購入、配信済みの楽曲データ
の閲覧や整理等の処理が含まれる。また、本文等のブログエントリをエントリ情報に基づ
きブログサーバＢＳに対して設定登録する処理などを行う。この場合における設定登録項
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目としては、ブログの更新用URLや再生履歴更新URL（ブログの更新用URLと、送付用再生
履歴情報を送信する先である再生履歴更新URLは異なるURLである）や、該ブログサービス
におけるユーザID（ブロガーID）及びパスワードなどがある。その他の処理として終了指
示が行われていた場合には当該処理を終了する一方で、終了指示が行われていない場合に
は上記ステップＳ２の処理に戻って上記ステップＳ２～ステップＳ１２までの処理を繰り
返し実行する。
【００３７】
　なお、上記「同期ソフトウェア処理」において、携帯音楽プレイヤーＰＬからの再生履
歴情報の読み込みと送付用再生履歴情報の生成とを（上記ステップＳ５及びステップＳ６
参照）、「sync」ボタンを操作することなく、携帯音楽プレイヤーＰＬのオンライン状態
検知に応じて自動的に行うようにしてもよい。
　なお、図３（Ｂ）に示す音楽プレイヤーＰＰをユーザシステムＡに内蔵する構成の場合
には、上記した「同期ソフトウェア処理」自体が音楽プレイヤーＰＰの一部機能として含
まれることから、上記ステップＳ１～ステップＳ６までの携帯音楽プレイヤーＰＬのオン
ライン状態検知に係る処理を省略することができる。ただし、この場合においても送付用
再生履歴情報を生成しなければならないので、再生履歴情報が更新される度に送付用再生
履歴情報を同期して生成するか、上記ステップＳ７におけるネットワークのオンライン状
態検知時に送付用再生履歴情報を生成するようにすればよい。また、送付用再生履歴情報
のブログサーバＢＳへの送信は、ブログ設定時において定期的あるいは本文等のユーザ入
力に応じたブログエントリの登録の際に同時または前後して行うようにすればよい。
【００３８】
　次に、ブログ表示画面における再生履歴表示部ＲＨへの楽曲リスト（コンテンツ一覧）
の表示に関するブログサーバＢＳ側の処理について説明する。ユーザクライアントＡ（Ｕ
ａ）側からのブログサーバＢＳに対するブログの閲覧・編集等の処理は、一般的に知られ
たWWWブラウザを用いたフォーム入力によるクエリ情報の生成・送信・レスポンスに従っ
てなされる。すなわち、必要な処理に応じたリクエストをブログサーバＢＳに対して行う
ことが必要である。ここでは、ブログサーバＢＳに対して情報登録のリクエスト（送付用
再生履歴情報の登録リクエストが同時に行われる場合と行わない場合とがある）、ブログ
閲覧のリクエストが行われた場合に、ブログサーバＢＳ側で実行する各処理について、図
を分けて説明する。
【００３９】
　図６～図８に示す各図は、ブログサーバＢＳ側で実行する各処理の一実施例を示すフロ
ーチャートである。これらの各処理はブログサーバＢＳにおいて適宜起動されるプログラ
ムであって、プログラム起動後は常に所定の待機状態にあり、ユーザクライアントＡ（Ｂ
～Ｃ）からリクエストを受信すると、そのリクエストに応じた処理を実行する。ここでは
、図６に情報登録のリクエスト（ブログエントリリクエスト）を受信した際に実行が開始
される「ブログ更新URL処理」を、図７に送付用再生履歴情報の登録リクエスト（再生リ
ストエントリリクエスト）を受信した際に実行が開始される「再生履歴更新URL処理」を
、図８はブログ閲覧リクエスト（ブログブラウズリクエスト）を受信した場合の「ブログ
表示処理」の一実施例をそれぞれフローチャートに示す。
【００４０】
　ユーザシステムＡ（ブログ作成用クライアント装置）は図示しないブログ入力ページを
WWWブラウザにてディスプレイに表示させておき、該ブログ入力ページを用いることによ
ってCGI（Common Gateway Interface）クエリ等により情報登録のリクエストをブログサ
ーバＢＳに通知する。ブログサーバＢＳでは情報登録のリクエストを受けると、図６に示
すように、まずクエリデータを取り込む（ステップＳ２１）。このクエリデータは、ユー
ザID（ブロガーID）と、上記ブログ入力ページに入力された本文データ（テキストデータ
）とを含む。また、本文データは表示整形用の記号を含む。ステップＳ２２は、前記取り
込んだクエリデータに従いユーザIDを特定する。ステップＳ２３は、ブログＤＢ（ここで
は、図１に示したブログエントリデータベース）に記憶しているユーザIDに対応するブロ
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グエントリレコードに、受付日時とともに受信した本文データのエントリ（ブログエント
リ）を追加する。
【００４１】
　ユーザシステムＡ（ブログ作成用クライアント装置）は上述した「同期ソフトウェア処
理」（図５参照）を実行することにより、送付用再生履歴情報をブログサーバＢＳに登録
するよう上記情報登録のリクエストと同時に送付用再生履歴情報の登録リクエストをブロ
グサーバＢＳに通知する。ブログサーバＢＳでは送付用再生履歴情報の登録リクエストを
受け取ると、図７に示すように、まずクエリデータを取り込む（ステップＳ３１）。この
クエリデータは、ユーザID（ブロガーID）と送付用再生履歴情報（図４（Ｂ）参照）を含
む。そして、前記取り込んだクエリデータに従いユーザIDを特定する。（ステップＳ３２
）。ステップＳ３３は、ブログＤＢ（ここでは、図１に示す再生リストエントリデータベ
ース）のユーザIDに対応するレコードに、再生履歴に付加された日時情報とともに受信し
た履歴エントリ（再生リストエントリレコード）を追加する。
【００４２】
　なお、履歴エントリが追加されるデータベースは、上記した本文データのエントリを追
加するデータベースと同一（詳しくは同一データベースの他のフィールド）であってもよ
いし、本文データのエントリを追加するデータベースとは別のデータベース（図１に示し
た再生リストエントリデータベース）を予め用意しておき、該別に用意したデータベース
に履歴エントリのみをユーザIDに関連付けて蓄積するようにしてもよい。
　なお、データベース内に既に同じユーザID・日付の履歴エントリが記憶済みである場合
には、新たに受信した内容で既に記憶済みのエントリを更新するようにしてもよいし、新
たに受信したエントリを無視して既に受け付けたエントリを維持するようにしてもよい。
【００４３】
　ユーザシステムＡ（ブログ作成用クライアント装置）はWWWブラウザにてブログサーバ
ＢＳにアクセスし、ブログ閲覧のリクエストをブログサーバＢＳに通知する。このブログ
閲覧のリクエストには、ユーザID（ブロガーID）と表示日付とが含まれる。ブログサーバ
ＢＳでは前記ブログ閲覧のリクエストを受けると、図８に示すように、まずクエリデータ
を取り込む（ステップＳ４１）。ステップＳ４２は、前記取り込んだクエリデータに従い
ユーザIDと日付とを特定する。ステップＳ４３は、ブログＤＢ（図１に示すブログエント
リデータベース）のユーザIDに対応する指定された日付の本文のエントリ（ブログエント
リレコード）を読み出す。
【００４４】
　ステップＳ４４は、同じユーザIDと日付に対応する履歴エントリ（再生リストエントリ
レコード）がブログＤＢ（図１に示す再生リストエントリデータベース）に蓄積されてい
るか否かを判定する。対応する履歴エントリがあると判定した場合には（ステップＳ４４
のＹＥＳ）、該履歴エントリを本文エントリの末尾に追加する（ステップＳ４５）。ここ
で、必要に応じて、１週間分あるいは数日分のブログエントリを１ページ分のブログ表示
画面用に読み出しておいてよい。ステップＳ４６は、表示情報を整形する。すなわち、読
み出した各エントリをブログ表示画面用に書式を整形する。書式のデータ整形は例えばHT
ML等の表示態様を具体的に規定した形式であり、フォントの種別・書体・サイズ・装飾の
選択、ハイパーリンクの設定等が含まれる。ブログエントリの表示形式は、タグ等の整形
記号としてブロガーにより予め（図示しないブログ入力ページを用いて）入力され指定さ
れている。また、ブログ表示画面の再生履歴表示部ＲＨ（図２参照）にて表示される楽曲
名の文字列に設定されるハイパーリンクは、「音楽配信サイトのURL＆このブログサーバ
サイトのURL＆楽曲ID」となる。ステップＳ４７は、レスポンスを発する。なお、前述の
とおり、書式の整形は、各エントリをデータベースに登録させた時点（ステップＳ２３ま
たはステップＳ３３）にて行ってもよい。
【００４５】
　なお、上述した実施例においては再生履歴をクライアント側で整形するものを示したが
これに限らず、携帯音楽プレイヤーＰＬから取得した再生履歴情報をそのままブログサー
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バＢＳに送信し、ブログサーバＢＳ側で再生履歴を整形する対応処理を行うようにしても
よい。
　なお、再生履歴のみをブログサーバＢＳにエントリさせるようにしたが、その他に、総
楽曲再生数や総再生時間等を各日付ごとに集計し、再生履歴とともにブログサーバＢＳに
エントリさせ、同様にブログ本文に付記して表示させるようにしてもよい。
　なお、所謂Ｗｅｂベースのシステムを前提としない場合、つまりユーザシステム（ブロ
グ作成用クライアント装置）とブログサーバＢＳとの間では専用プロトコル等を利用する
場合には、上記実施態様に限らず、プッシュ型のサービスに構成し、ブログサーバＢＳが
自動的にユーザシステム（ブログ作成用クライアント装置）側から再生履歴情報を取り込
むようにしてもよい。
【００４６】
　なお、上述した実施例においてはブログに再生履歴を載せる対象のコンテンツとして楽
曲データを対象にした例を示したがこれに限らず、コンテンツとしては動画データや音声
データ、テキストデータ、その他データなど通信ネットワークＸを介して配信可能なデー
タであればどのようなデータであってもよい。これらの再生履歴をブログに自動的に反映
させる場合、ユーザシステムＡに接続（あるいは内蔵）される再生機器は携帯音楽プレイ
ヤーに限らず、HDDレコーダ等の前記各データ種類に対応する再生機器であってよいこと
は言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明に係るブログ作成用クライアント装置とブログサーバとを少なくとも含む
コンテンツ更新システムの一実施例の全体構成を示すシステムブロック図である。
【図２】ブログ表示画面の一実施例を示す概念図である。
【図３】データ配信機能及びブログ編集・閲覧機能を説明するための機能ブロック図であ
り、図３（Ａ）はユーザシステムＡに対して携帯音楽プレイヤーＰＬを外部接続する構成
である場合、図３（Ｂ）はユーザシステムＡ内に音楽プレイヤー機能が内蔵されている構
成である場合を示す。
【図４】再生履歴情報及び送付用再生履歴情報の各データ構成の一実施例を示す概念図で
あって、図４（Ａ）は再生履歴情報、図４（Ｂ）は送付用再生履歴情報を示す。
【図５】ユーザシステムＡ側で実行する「同期ソフトウェア処理」の一実施例を示すフロ
ーチャートである。
【図６】ブログ更新URL処理の一実施例を示すフローチャートである。
【図７】再生履歴更新URL処理の一実施例を示すフローチャートである。
【図８】ブログ表示処理の一実施例を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００４８】
ＢＳ…ブログサーバ、ＭＳ…楽曲配信サーバ、ＡＳ…アフィリエイトプログラムサイト、
ＤＢ１…ブログエントリデータベース、ＤＢ２…再生リストエントリデータベース、Ｕａ
…ユーザシステム（ブログ作成用クライアント装置）、Ｕｂ,Ｕｃ…一般のユーザシステ
ム、ＰＬ…携帯音楽プレイヤー、ＰＰ…音楽プレイヤーソフト、Ｄ…楽曲ストレージ、Ｒ
…再生履歴記憶手段、ＷＢ・・・WWWブラウザ、Ｘ…通信ネットワーク
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